山村プロジェクト全体会議（11月8日）モンゴル班会議のまとめ　藤田昇

（1） 調査地域は主としてウランバートルから南ゴビにかけての南北方向とし、必要に応じて北のセレンゲ地域を加える。目的が同じ調査を行う場合（とくに物の動きや定住化、牧畜経営の調査）、同一人が地域をまたがって行うのか、地域を分担し合うのかというような調整を行う。

（2） サラワク班が行う予定のようなアンケートを遊牧民に対して統一的に行うと面白そうなので、モンゴルでも実施する。原案は上村が作成し、みんなに回して意見を聞く。調査目的、調査内容は原案の検討過程で詰める。

（3） ステップの低木地帯と草本地帯の比較、森林ステップの森林とステップの比較のため土壌水分のモニターを行う必要があり、なるべく早く来年度からデータを取ることが望ましいので、その調査地点の来年度からの設定のために、自然科学関係者がシーズンの始まる前の来年4月に現地を視察する。

（4） 自然科学関係者と人文・社会科学関係者の交流は来年の6月か、7月に設定する。

（5） 都市からの距離の影響調査としてウランバートルから南に向かう案があるが、南に向かうと乾燥の影響も同時に生じるので、同じ気候帯のウランバートルから西ないし北西方向に向かうべきである。都市同様に幹線道路の影響が大きいので、幹線道路との距離の影響も調べるべきである。道路網の発達（計画）を把握する必要がある。

（6） 低木の生態、とくに水利用は重要と思われるので根系の分布の掘り取り調査を行うべきである（手堀で10メートルの深さは可能とのこと）。

（7） 井戸の分布、密度、水位、草原への影響も重要である。

（8） 家畜（遊牧民）の移動の調査は重要であるが、家畜に付けるGPSは1日しかもたないので、季節的な移動は聞き取り調査によらざるをえない。

（9） 家畜の1日の摂食量等のデータを得るなど、家畜研究所等とも今後協力関係を広げていく必要がある。

（10） 安定同位体を用いた解析が有効な場合があるので、必要な場合は同位体関係者と協議する。

（11） 来年度の調査計画に基づいた予算要求を藤田まで行う。（11月中が望ましいです。モンゴル班全体の予算が来年度1800万円となり、厳しいですが、なるべく希望に添えるように調整する。）

